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　問

１　

宮
崎
公
立
大
学
の
特
徴
と
し
て
該

当
す
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（
複
数

回
答
可
）

１
、
英
語
学
習
の
環
境
が
充
実
し
て
い　

　
　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

55
人

２
、
学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
い　
　

                                                                                             

                                        　

        

85
人

３
、
教
員
が
充
実
し
て
い
る            

10 
人 

４
、
科
目
が
充
実
し
て
い
る            

23
人

５
、
留
学
制
度
が
充
実
し
て
い
る   　

  　

　

                      　

                   　

15
人

６
、
就
職
率
が
良
い　
　

            　

38
人

７
、
奨
学
金
・
授
業
料
免
除
な
ど
の
学　

　

   

生
就
学
優
遇
制
度
が
充
実
し
て
い
る    

　
　

                                         　

12
人

８
、
施
設
・
設
備
が
充
実
し
て
い
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　

 　

22
人

９
、
そ
の
他
の
特
徴　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
移
動
が
楽

　

・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

　

・
街
中
に
あ
る

　

・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
花
が
き
れ
い

　

・
女
性
が
多
い

　

宮
崎
公
立
大
学
が
法
人
化
し
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
本
学
が
よ
り
魅
力
あ
る
大
学

に
な
る
た
め
に
、
一
体
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
編

集
部
で
は
本
学
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
収
百
三
十
二
人
）
と
、
宮
崎
県
内
県
立
高
校
の
進

路
指
導
の
先
生
二
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
新
学
部
・
学
科
の
設
置

や
、
資
格
取
得
体
制
の
充
実
を
求
め
る
声
が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

問
２　

公
立
大
学
を
今
後
更
に
魅
力
あ
る

大
学
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
か
。　
（
複
数
回
答
可
）

  

１
、
学
部
・
学
科
の
増
設　
　

  　

67
人

  

２
、
学
習
環
境
の
充
実　

  　
　

   

41
人

  

３
、
取
得
可
能
な
資
格
の
充
実  　

76
人

  

４
、
図
書
館
の
充
実
（
土
日
の
図
書
館

　

 　

 

開
放
な
ど
）                         

70
人

  

５
、
教
員
の
充
実 　

                   

27
人

  

６
、
そ
の
他

   　

・
学
食
の
メ
ニ
ュ
ー
増
加
と
プ
ラ
イ
ス

　
　

ダ
ウ
ン

   　

・
学
食
を
午
前
、
夕
方
も
開
け
て
ほ
し

　
　

   

い<

午
前
9
時
～
午
後
7
時>　

　

   

・
知
名
度
が
低
い
の
で
も
っ
と
大
学
の

　
　

   PR

を
行
う

　

    

・
第
２
外
国
語
の
科
目
を
増
や
す

　

    

・
学
べ
る
教
科
の
充
実

　

    

・
留
学
制
度
の
充
実

　

    

・
図
書
館
の
開
放
時
間
の
延
長

　

   

・
土
日
も
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
よ
う
に

　
　

   

す
る

 　

   

・
学
生
自
治
会
の
設
置

高まる改革への期待と要望―学生アンケートにみる未来像

四季折々花が絶えることのない美しい宮崎公立大学キャンパス

１



   

１
、
必
要　
　
　
　

                　
　

 

47
人

   

２
、
わ
か
ら
な
い　
　

                 　

81
人

   

３
、
不
要　
　
　
　
　
　

             　

9
人

        （
不
要
の
理
由
）

         

・
歴
史
が
浅
く
、
専
門
的
な
知
識　
　
　

問
４　

大
学
が
設
置
す
る
資
格
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
も
の
を
希
望
し
ま
す
か
。（
複
数

回
答
可
）　

    

１
、
小
学
校
教
員　
　
　

      　

  　

77
人   

    

２
、
図
書
館
司
書　

      　
　
　

  　

64
人

    

３
、
そ
の
他　
　

  　
　
　
　
　

  　

14
人

　
　

  

（
秘
書
・
日
本
語
教
師
・
臨
床
心
理
士

　
　

    

・
接
客
・
情
報
関
係
・
学
芸
員

　
　

    

・
幼
稚
園
教
諭
・
特
に
な
し
）

問
３　

南
九
州
大
学
が
新
学
部
を
増
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
立
大
学
に

学
部
・
学
科
を
増
設
す
る
な
ら
、
ど
の
よ

う
な
分
野
を
希
望
し
ま
す
か
。（
複
数
回
答

可
）　

   

１
、
外
国
語
関
係　

                     

69
人

   

２
、
教
育
学
関
係　
　
　

         　

 

 38 
人

  

３
、
文
学
関
係(

史
学
・
哲
学
等
含
む)     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
  

34 
人

   

４
、
心
理
学
関
係　
　
　

 　

  　
　

33
人

   

５
、
法
学
・
政
治
学
関
係　

  　

 　

30
人

  

６
、
商
学
・
経
済
学
・
経
営
学
関
係　
　

　
　

    　
　
　
　
　
　
　

     　
　

29
人

   

７
、
情
報
科
学
関
係   　
　
　
　
　

28
人

   

８
、
社
会
学
・
福
祉
学
関
係   　
　

20
人

   

９
、
芸
術
学
関
係　
　
　
　

 　

  　

9
人

   

10
、
家
政
学
関
係/

必
要
な
し　

   

6
人

   

11
、
体
育
学
・
健
康
科
学
関
係　

   

4
人

   

12
、
そ
の
他
（
地
理
学
）　　

 　

    

1
人

問
５　

現
在
『
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
』（
社
会

に
出
た
卒
業
生
が
出
身
校
に
戻
り
、
改
め
て

専
門
的
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

生
涯
学
習
構
想
）
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
公
立
大
学
は
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
　

を
得
て
い
る
人
が
多
い
と
も
限
ら
な　

　
　

い

　

・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
だ
か
ら

　

・
今
の
ま
ま
で
は
限
ら
れ
て
い
る

　

・
社
会
に
出
て
必
要
だ
と
思
う
分
野
が
公 

　
　

立
大
に
は
ま
だ
少
な
い

　

・
出
身
校
に
戻
る
意
味
は
な
い

　

・
大
学
が
大
き
け
れ
ば
や
っ
て
も
よ
い　

　
　

と
思
う
が
、
今
の
規
模
で
は
人
数
が
多

　
　

く
な
り
、
在
学
生
が
パ
ソ
コ
ン
や
図
書

　
　

室
を
利
用
で
き
る
回
数
が
減
る

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
導
入
を
検
討

　
　

学
生
に
よ
る
学
習
を
ア
シ
ス
ト

　　

宮
崎
公
立
大
学
で
は
、
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
「
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」

を
導
入
す
る
方
向
で
検
討
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
チ
ュ
ー
タ
ー
」
と
は
「
個
人
指
導

の
教
師
・
講
師
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
と
は
学
生
が
教
員
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
下
の
学
年
の
学
生
に
勉
学
を
教
え

る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
は
北
九
州
市
立
大
学
や

東
京
海
洋
大
学
な
ど
多
く
の
大
学
が
採
用
し

て
い
る
。
本
学
で
は
現
在
、
三
、四
年
生
を
一

年
生
の
英
語
学
習
等
の
ア
シ
ス
ト
に
す
る
案

が
上
が
っ
て
い
る
。
先
輩
に
教
え
て
も
ら
う

こ
と
で
一
年
生
も
親
近
感
を
覚
え
、
質
問
等

を
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
教
え
る
側
も

人
に
教
え
る
と
い
う
こ
と
の
大
変
さ
や
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た

勉
学
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
生
活
の

こ
と
を
先
輩
に
聞
く
こ
と
も
で
き
る
な
ど
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
が
実
際
に
導
入
さ
れ
る

と
、
教
え
る
側
も
一
年
生
に
と
っ
て
も
、
有

意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
早
期
の
導
入
を
期
待
し
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
口
綾
佳
）

２

内
藤
泰
夫
理
事
長
に

大
学
の
未
来
を
聞
く

　

―
公
立
大
学
の
学
部
・
学
科
増
設
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？
―

　

地
域
に
根
ざ
し
た
学
科
の
増
設
は
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
広
く
進
路
を
選
択
で
き
る
現
在
の
学
科
を
よ
り
生
か

し
た
も
の
が
出
来
な
い
か
と
検
討
中
で
す
。

　

―
学
生
の
意
見
の
中
に
資
格
に
つ
い
て
の
要
望
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
理
事
長
の
御
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
―

　

大
学
で
学
ん
だ
幅
広
い
教
養
の
中
か
ら
、
専
門
性
を
深

め
て
資
格
も
取
得
で
き
る
学
科
を
設
置
す
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

―
理
事
長
の
考
え
る
魅
力
あ
る
大
学
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
？
―

　

様
々
な
教
科
を
学
ん
だ
上
で
自
分
の
専
門
を
極
め
た

『
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
』
を
育
て
る
大
学
で
す
。
学
生
の
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手　

下
神　

千
陽
）

　

魅
力
あ
る
大
学
に
つ
い
て
語
る
内

　

藤
理
事
長



魅
力
あ
る
公
立
大
学
へ
の
提
言

高
校
教
諭
に
聞
く

大
学
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ
を

　

魅
力
あ
る
大
学
に
す
る
た
め
、
現
在
本
学

で
は
校
歌
を
製
作
中
だ
。
中
別
府
学
長
か
ら

提
案
が
あ
り
、
吉
野
恵
さ
ん
（
三
年
）
が
立

ち
上
げ
た
「
校
歌
製
作
実
行
委
員
会
」
が
鍵

盤
の
会
や
吹
奏
楽
部
、
軽
音
楽
部
な
ど
に
声

を
か
け
、
現
在
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
約

十
数
名
が
活
動
し
て
い
る
。

　

計
画
で
は
、
校
歌
の
中
に
入
れ
た
い
言
葉

や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
学
生
か
ら
募
り
、
一
番
を

在
学
生
、
二
番
を
Ｏ
Ｂ
で
製
作
し
て
い
く
意

向
だ
。
作
曲
も
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
行
い

自
分
達
で
何
曲
か
作
っ
た
後
、
学
生
・
Ｏ
Ｂ

に
投
票
し
て
も
ら
う
計
画
だ
。

　
「
校
歌
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
と
て

も
強
い
。
公
立
大
生
み
ん
な
が
口
ず
さ
む
よ

う
な
校
歌
に
し
た
い
で
す
」
と
実
行
委
員
の

南
聖
一
さ
ん
（
二
年
）
は
語
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
口
綾
佳
）

　
　

     （
聞
き
手　

下
神
千
陽
・
志
田
康
行
）

　
宮
崎
北
高
校　

山
口
充
修
先
生

―
ま
ず
宮
崎
公
立
大
学
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
く
、
教
員

も
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
先
生
は
公
立
大
学
出
身
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
学
生
時
代
実
際
ど
う
感
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
か
。

　

教
員
と
一
緒
に
旅
行
や
食
事
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
大
学
は
あ
ま

り
な
い
の
で
、
教
員
と
の
付
き
合
い
が
深
い

の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
教
員

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
大

学
出
身
の
先
生
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

―
公
立
大
学
に
学
科
・
学
部
を
増
設
す
る
と

し
た
ら
、
先
生
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
希
望

さ
れ
ま
す
か
。

　

増
設
す
る
な
ら
理
系
が
一
番
良
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
理
学
部
・
薬
学
部
・
看
護
科

な
ど
。
設
備
を
整
え
な
い
と
い
け
な
い
が
、

男
子
学
生
も
増
え
る
の
で
は
・
・
・
。

―
現
在
、
公
立
大
学
は
一
学
部
・
一
学
科
で

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。

　

丁
度
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

増
設
す
る
分
に
は
反
対
し
ま
せ
ん
が
、
公

立
大
学
に
学
部
が
増
え
る
の
は
イ
メ
ー
ジ

が
し
に
く
い
で
す
ね
。

―
先
生
が
公
立
大
学
や
一
般
の
大
学
に
求

め
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
は
、
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る

人
間
の
輩
出
を
求
め
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
何
に
対
し
て
も
「
い
や
」
と
言
わ

ず
に
頑
張
れ
る
人
間
を
育
て
て
欲
し
い
で

す
。

　

宮
崎
南
高
校　

押
方
修
先
生　

―
ま
ず
宮
崎
公
立
大
学
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
少
人
数
の
ゼ
ミ
な
ど
、
話
を
聞

く
限
り
で
は
そ
う
思
い
ま
す
。

―
公
立
大
学
に
学
科
・
学
部
を
増
設
す
る
と

し
た
ら
、
先
生
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
希
望

さ
れ
ま
す
か
。

　

教
育
学
関
係
と
社
会
学
・
福
祉
学
関
係
で

す
ね
。
教
育
学
関
係
を
選
ん
だ
の
は
、
宮
崎

が
教
員
削
り
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
一
方
、

都
会
は
今
教
員
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
社
会
学
・
福
祉
学
関
係
は
こ
れ
か
ら
の

ニ
ー
ズ
が
高
く
な
る
と
思
っ
た
の
で
。
ま
た

こ
れ
ら
な
ら
今
の
公
立
大
学
の
施
設
で
も
対

応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

―
先
生
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
に
公
立
大
学
を

勧
め
て
い
ま
す
か
。

　

英
語
が
得
意
な
生
徒
、
国
際
的
な
問
題
に

関
心
の
高
い
生
徒
、
そ
し
て
地
元
（
地
域
）

で
活
躍
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
生
徒
な
ど

に
勧
め
て
い
ま
す
。

―
先
生
が
公
立
大
学
や
一
般
の
大
学
に
求
め

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

公
立
大
学
に
は
①
「
学
際
意
識
の
高
い
大

学
」
②
「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
」
③
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
教
養
と
価
値
観
の
育
成
」
を
求

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
言
う
と
①
は
、
大

学
を
就
職
予
備
校
化
す
る
の
で
は
な
く
、
高

い
意
識
を
持
つ
と
い
う
こ
と
。
②
は
大
学
で

の
基
礎
研
究
を
地
域
で
発
信
・
具
現
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
学
生
自
身
が
し
っ
か
り

し
た
企
画
力
を
持
っ
て
活
動
す
る
。
つ
ま
り

外
に
出
て
動
く
の
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
ま
た
、
大
学
の
施
設
開
放
が
公
立
大

は
弱
い
と
思
う
。
体
育
館
や
大
教
室
な
ど
、

も
う
少
し
融
通
を
利
か
せ
て
く
れ
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
（
笑
）
一
般
の
大
学
に
求
め
る

こ
と
も
、
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
聞
き
手　

下
神
千
陽
・
志
田
康
行
）

校歌について熱く語る南さん（右）

３



学
生
お
す
す
め
の
本

◆
前
田
裕
美
（
三
年
）

『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
レ
ガ
シ
ー
』

（
ル
イ
ス
・
パ
ー
デ
ュ
ー
著
　
集
英
社
文
庫
）

　

主
人
公
ヴ
ァ
ン
ス
は
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手

稿
を
調
べ
る
う
ち
に
二
ペ
ー
ジ
分
す
り
か
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
手
稿
の
謎
を

追
う
先
々
で
起
こ
る
殺
人
事
件
。
ヴ
ァ
ン
ス

と
共
に
そ
の
謎
を
追
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
西
川
侑
（
二
年
）

『
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
が
地
球
を
回
す
』

（
井
坂
幸
太
郎
著
　
祥
伝
社
）

　

人
間
嘘
発
見
器
、
演
説
名
人
、
天
才
ス
リ
、

正
確
な
体
内
時
計
を
持
つ
４
人
は
百
発
百
中

の
強
盗
団
。
そ
ん
な
彼
ら
の
ギ
ャ
ン
グ
サ
ス

ペ
ン
ス
。
話
の
テ
ン
ポ
が
よ
く
て
一
気
に
読

め
ま
す
。

◆
川
村
裕
樹
（
一
年
）

『
新
撰
組
血
風
録
』

（
司
馬
遼
太
郎
著
　
角
川
文
庫
）

　

司
馬
遼
太
郎
の
幕
末
を
舞
台
に
し
た
短
編

小
説
。
新
撰
組
と
敵
対
す
る
人
物
や
、
組
内

で
の
い
ざ
こ
ざ
で
死
ん
で
し
ま
う
人
物
も
主

役
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

か
な
り
面
白
く
、
短
編
な
の
で
短
い
時
間
で

読
む
こ
と
が
で
き
て
、
お
す
す
め
で
す
！

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
っ
て
何
？

図
書
館
司
書
・
加
畑
朱
里
さ
ん
に
聞
く

　

図
書
館
で
、
館
内
に
置
い
て
い
な
い
資

料
も
見
れ
る
こ
と
、
ご
存
知
で
し
た
か
？

今
回
は
、
図
書
館
司
書
の
加
畑
さ
ん
に
論

文
検
索
サ
イ
ト
の
使
い
方
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
論
文
を
探
し
て
い
る
と
き
は

『
C
i
N
i
i
（
サ
イ
ニ
ィ
）』
を
使
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
加
畑
さ
ん
。

①
図
書
館
H
P
の
ト
ッ
プ
か
ら
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
検
索
」
→
「
国
立
情
報
学
研
究
所

（
N
I
I
）
文
献
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
→

「
G
e
N
i
i
（
ジ
ー
ニ
ィ
・
N
I
I
学
術

コ
ン
テ
ン
ツ
ポ
ー
タ
ル
」
へ
ジ
ャ
ン
プ
。

②
「
論
文
を
探
す
」
と
い
う
項
目
の
横
に

C
i
N
i
i
の
バ
ナ
ー
（
ボ
タ
ン
）
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
。

③
C
i
N
i
i
の
検
索
画
面
が
開
く
の
で
、

見
た
い
論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
著
者
、
タ

イ
ト
ル
を
入
力
し
て
検
索
。

　
「
ま
た
、
検
索
結
果
に
は
『
本
文
が
読
め

る
も
の
』
と
『
簡
略
情
報
の
み
の
表
示
』

の
二
通
り
が
あ
り
、
前
者
の
み
本
分
の
閲

覧
が
可
能
で
す
。
一
部
有
料
の
論
文
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
図
書
館
職
員
へ

お
声
掛
け
下
さ
い
」
と
い
う
。

　

他
に
政
府
の
統
計
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
検
索
も
可
能
で
す
。
皆
さ
ん
の
勉
強
に

役
立
て
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？　
　

　
　
　
　
　
（
犬
渕
絵
梨
華
・
原
口
綾
佳
）

図
書
情
報

著
者
登
場

有
馬
晋
作
准
教
授
『
介
護
保
険
と

21
世
紀
型
地
域
福
祉
　
地
方
か
ら

築
く
介
護
の
経
済
学
』（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
）

●
著
書
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
の
財
政
を
メ
イ
ン
に
し
て
書
き
ま

し
た
。
増
税
し
て
、
介
護
保
険
の
半
分
を
税
金

で
賄
い
、
保
険
料
が
増
大
し
な
い
方
法
が
あ
る

と
考
え
た
上
で
、
効
率
的
で
、
高
齢
者
が
満
足

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
可
能
性
に
つ

い
て
論
じ
ま
し
た
。

●
執
筆
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

以
前
に
高
齢
者
福
祉
を
仕
事
で
担
当
し
た
こ

と
が
あ
り
、
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
た
ら
ど
う

な
る
か
と
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

●
著
書
で
力
点
を
置
か
れ
た
点
は
。

　

介
護
保
険
と
は
、
導
入
時
に
は
分
権
の
試
金

石
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
ほ
と
ん
ど
市
町
村
が
創
意
工
夫
で
き
る

余
地
が
な
い
。
そ
の
点
を
も
っ
と
ク
リ
ア

に
し
て
、
ど
う
財
政
面
と
絡
め
て
論
じ
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

●
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

今
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
分
析
し
て

提
言
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
を
読
み
取
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。
今
年
十
二
月
に
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
か
ら
『
現
代
地
方
自
治
論
』
を
他
の

先
生
と
出
版
し
ま
す
。
面
白
い
内
容
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
聞
き
手　

落
合
裕
美
・
河
野
紗
也
加
）

４

データベース検索を指導する加畑さん



　

２
位
・
・
・
国
際
関
係(

23.

1
％)

　

３
位
・
・
・
情
報
系(

5.

6
％)

        　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（　

　
　
　
　
　
　

5.

6
％
）

　

５
位
・
・
・
比
較
文
化
（
3.

3
％
）

　

そ
の
他
・
・
韓
国
語
な
ど
の
第　

二　

　
　
　
　
　
　

外
国
語

Ｑ
３
、
入
学
し
て
み
て
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ

り
ま
し
た
か
？

　

変
わ
ら
な
い
・
・
・
32
％

　

変
わ
っ
た
・
・
・
68
％　
（
理
由
）
英
語

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
が
学
べ
る
、
他

の
科
目
が
大
変
充
実
し
て
い
る
と
い
う
意

見
が
多
か
っ
た
。

解
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

英
語
が
学
べ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
入
学
し
た
学
生
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
本
学
で
は
、
英
語
は
１
年
次
だ

け
必
修
に
な
っ
て
お
り
、
英
語
力
を
深
め

た
い
学
生
は
そ
の
後
も
、
多
く
の
英
語
の

授
業
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、

他
の
分
野
を
深
め
た
い
学
生
は
、
英
語
以

外
に
も
興
味
の
あ
る
科
目
を
選
択
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
自
分
の
進
路
に
合
わ
せ
て

幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
点
が
受
験
生
に
と
っ
て
魅

力
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
坂
田
美
樹
・
河
野
紗
也
加
・
落
合
裕
美
）

入
試
情
報

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ　

Ｕ
Ｐ

　
　
　

宮
元
ゼ
ミ

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

科
学
」

　

宮
元
ゼ
ミ
で
は
、
日
常

生
活
の
健
康
・
保　

険
・

医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
か

ら
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を

選
び
そ
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
と
共
に
、
問
題
点
の
発

見
お
よ
び
問
題
解
決
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

意
見
し
合
っ
て
い
る
。　

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
自

由
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教

え
る
な
ど
、
地
域
貢
献
の

要
素
も
取
り
入
れ
て
お
り

地
域
に
密
着
し
た
ゼ
ミ
活

動
を
行
っ
て
い
る
。　
　

　

人
文
学
部
国
際
文
化
学

科
の
名
称
か
ら
は
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
い
活
動
的
な
ゼ

ミ
だ
。（
坂
田
美
樹
・
河
野

紗
也
加
・
落
合
裕
美
）

そ
う
で
す
、
そ
う
な
ん
で
す
。
宮
崎
公
立
大
学
に
は
こ
ん
な

に
多
く
の
分
野
の
ゼ
ミ
が
あ
る
ん
で
す
！

５

本
学
の
ゼ
ミ
・
・
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
、

言
語
習
得
と
学
習
、
オ
ー
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
音
声
学
、
英
米
文
学
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ

ｃ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
、
英
語
学
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
、
情
報
科
学
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
中
国
文
化
論
、
歴
史
学
、
文

化
人
類
学
、
宗
教
学
、
日
本
文
学
、
民
族
学
、

メ
デ
ィ
ア
論
、
社
会
心
理
学
、
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
大
衆
文
化
・
出
版
文
化
論
、
広
告
計
画
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
、
国
際
関
係
論
、
国
際
法
・

国
際
機
構
、
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
論
、
政
治
学
、

社
会
学
、
経
済
学
、
国
際
協
力
・
地
域
経
済
、

行
政
論
、
教
育
学
、
教
育
心
理
学

　
　
　

宮
崎
公
立
大
学
に
は
、
ど
の　
　
　

　

よ
う
な
夢
を
持
っ
た
人
が
来
て
い
る　
　

　

の
か
、
受
験
時
に
「
何
を
学
べ
る
大
学
」

　

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
来
た
人
が　

　

多
か
っ
た
の
か
―
ア
ン
ケ
ー
ト
を
宮

　

崎
公
立
大
学
の
在
学
生
一
～
四
年
生　
　
　

　

百
五
十
人
に
実
施
し
た
。
結
果
は
次　
　
　

　
　

の
通
り
と
な
っ
た
（
複
数
回
答
あ

　
　
　
　

り
）

Ｑ
１
、
あ
な
た
は
将
来
何
に
な
り
た
く
て
本
学

に
入
り
ま
し
た
か
。

　

１
位
・
・
・
一
般
企
業(

37.

7
％)

　

２
位
・
・
・
教
員(

20.

1
％)

           　

   　

 

航
空
関
係(

20.

1
％)

　
　
　
　
　
　

マ
ス
コ
ミ
関
係(

20.

1
％)

　

５
位
・
・
・
公
務
員(

12.

2
％)

　

そ
の
他
・
・
・
政
治
家
、
通
訳
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

　

                   

旅
行
会
社
（
添
乗
員
）

Ｑ
２
、「
何
を
学
べ
る
大
学
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
本
学
を
志
望
し
ま
し
た
か
。

　

１
位
・
・
・
英
語(

59.

8
％)



　

２
位
・
・
・
国
際
関
係(

23.

1
％)

　

３
位
・
・
・
情
報
系(

5.

6
％)

        　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（　

　
　
　
　
　
　

5.

6
％
）

　

５
位
・
・
・
比
較
文
化
（
3.

3
％
）

　

そ
の
他
・
・
韓
国
語
な
ど
の
第　

二　

　
　
　
　
　
　

外
国
語

Ｑ
３
、
入
学
し
て
み
て
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ

り
ま
し
た
か
？

　

変
わ
ら
な
い
・
・
・
32
％

　

変
わ
っ
た
・
・
・
68
％　
（
理
由
）
英
語

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
が
学
べ
る
、
他

の
科
目
が
大
変
充
実
し
て
い
る
と
い
う
意

見
が
多
か
っ
た
。

解
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

英
語
が
学
べ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
入
学
し
た
学
生
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
本
学
で
は
、
英
語
は
１
年
次
だ

け
必
修
に
な
っ
て
お
り
、
英
語
力
を
深
め

た
い
学
生
は
そ
の
後
も
、
多
く
の
英
語
の

授
業
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、

他
の
分
野
を
深
め
た
い
学
生
は
、
英
語
以

外
に
も
興
味
の
あ
る
科
目
を
選
択
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
自
分
の
進
路
に
合
わ
せ
て

幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
点
が
受
験
生
に
と
っ
て
魅

力
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
坂
田
美
樹
・
河
野
紗
也
加
・
落
合
裕
美
）

赤本が

なかったため、出題傾向が似てい

ると言われている東京大学の赤本で二次対

策はしました。難しかったです。

　　　　　　　　　　　　　　2 年・女：前期　　

　編集者Ｋ：本当に難しそうですね。東大の試験

問題に似ているというのはよく聞きますね。

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ　

Ｕ
Ｐ

　
　
　

宮
元
ゼ
ミ

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

科
学
」

　

宮
元
ゼ
ミ
で
は
、
日
常

生
活
の
健
康
・
保　

険
・

医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
か

ら
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を

選
び
そ
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
と
共
に
、
問
題
点
の
発

見
お
よ
び
問
題
解
決
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

意
見
し
合
っ
て
い
る
。　

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
自

由
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教

え
る
な
ど
、
地
域
貢
献
の

要
素
も
取
り
入
れ
て
お
り

地
域
に
密
着
し
た
ゼ
ミ
活

動
を
行
っ
て
い
る
。　
　

　

人
文
学
部
国
際
文
化
学

科
の
名
称
か
ら
は
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
い
活
動
的
な
ゼ

ミ
だ
。（
坂
田
美
樹
・
河
野

紗
也
加
・
落
合
裕
美
）

入試四
よ

方
も

山
やま

話
私は

NextStage を何度も解きなおし、

二次試験の対策としては一日に最低一回は

英作文の練習をするようにしていました。

　　　　　　　　　　　　　1 年・女：前期

編集者Ｓ：それは、非常に良い心がけだと思いま

す。皆さんも是非参考にしてみては？

その日

に習った英文法を使って日記を

書いていました。それを先生に添削しても

らって、力がついた気がします。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　1 年・女：後期

編集者Ｏ：頭に入りやすいかもしれませんね。こ

のように皆さんも自分に合った勉強法を見つ

けてください。

後期日

程は英作文の読解が重要だったの

で、なるべく沢山の英文を読み、速読しなが

ら文意をつかめるようにしました。

　　　　　　　　　　　　　2 年・男：後期　

編集者Ｈ：試験には、時間配分も必要です。読解

力がつけば有効に時間を使えます。

東大に

出題傾向が似ていると聞き焦り

ましたが、普段からできるところを先に解

く癖をつけるようにしました。

　　　　　　　　　　　　2 年・男：前期

編集者Ｓ：先に自分の得意分野を解き終わって自

信がつけば、難しいところも解ける ... かも？？

他では聞けない入試に関するあんな話やこんな話（四方

山話）。ここでは、入試に関するこんな話を紹介しちゃ

います！　　　　（坂田美樹・河野紗也加・落合裕美）

６

受験生

さくら はなさくら はなここ
受験なんて怖くない !! の巻

本
学
の
ゼ
ミ
・
・
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
、

言
語
習
得
と
学
習
、
オ
ー
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
音
声
学
、
英
米
文
学
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ

ｃ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
、
英
語
学
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
、
情
報
科
学
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
中
国
文
化
論
、
歴
史
学
、
文

化
人
類
学
、
宗
教
学
、
日
本
文
学
、
民
族
学
、

メ
デ
ィ
ア
論
、
社
会
心
理
学
、
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
大
衆
文
化
・
出
版
文
化
論
、
広
告
計
画
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
、
国
際
関
係
論
、
国
際
法
・

国
際
機
構
、
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
論
、
政
治
学
、

社
会
学
、
経
済
学
、
国
際
協
力
・
地
域
経
済
、

行
政
論
、
教
育
学
、
教
育
心
理
学

後光が差しているぞっ！！

どんだけ～

難しくても大丈夫

～♪

         先輩からの丸秘受験アドバイス

・赤本がないので、ネットで入試情報を取得するといいよ。

  過去問の請求方法も大学ホームページに載っているよ。

・試験中にトイレに行きたくなったら、迷わず手を挙げる

  こと。恥ずかしがっていたら試験に集中できなくなるよ。

・前日に試験場の下見をすること。落ち着いて試験に臨め

  るよ。



プロフィール

向畑　玲那さん ( ２年 )

出身校：宮崎第一高校

　　　　　　( 宮崎県 )

部活：ダンス部、美術

部

所属ゼミ：林ゼミ

　　　　　( 言語習得 )

A1：この日は寝坊して

しまったので、寝ぐせ

隠しにニットをかぶっ

てきました！

A2： 自 分 の 好 き な 格

好ができたらいいなと

思っています。

A3：英米文学概論です。

A4：友達と一緒に遊ん

でいるときです♪

プロフィール

貫　峻祐さん ( １年 )

出身校：延岡高校

　　　　　　　( 宮崎県 )

部活：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部、ﾊﾞ

ﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部

所属ゼミ：倉ゼミ

　　　　　　( 社会学 )

A1：シャツの派手な柄

を落ち着いた感じのジャ

ケットでまとめてみまし

た。

A2：アクセントを決め

て、それに合わせて色合

いを決めていくようにし

ています。

A3：法学、マス・コミュ

ニケーション論

A4：部活の後に友達と

話したりする時間かな～

毎日着ていく服ってけっこう悩みますよね！

そこで今回は公立大キャンパスで見つけたオシャ

レさんを紹介します。

毎日の参考にしちゃいましょう♪

　　　　　　　　　　　（鹿屋美貴・上村麻弥）

☆質問項目はこちら☆

～ファッションについて～

Q1：撮影時のファッションのポイントを教えてくださ

い！

Q2：普段のスタイルで心掛けていることは？

～大学生活について～

Q3：いま一番興味のある講義は何ですか？

Q4：大学生活において一番幸せを感じるのはどんな

ときですか？

　プロフィール

白石小百合さん（３年）

出身校：大洲高校

　　　　　　　( 愛媛県 )

部活：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部、ダ

ンス部

所属ゼミ：竹野ゼミ

　　　　( ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ )

A1：原色で明るく、上下

のバランスを少し崩すこ

と！

A2：その時の気分で古着

にしたり、カジュアルに

したり楽しみながら決め

るようにしています。

A3：体育と中国語です

A4：バスケやダンスを

してるとき！

      キャンパス・スナップ

７



     今回、編集部は、長崎圭佑さん

（4 年）と、宮崎市内のショッピ

ングセンターに行ってきました！

ここではスタッフさんおすすめの

冬のコーディネートも教えていた

だきました。

　普段とは少し違うスタイルに挑

戦して、この冬の寒さを楽しんで

みるのはいかがですか？

　　コーディネートのポイント

何にでも合わせやすいカラーの

ウエスタンシャツに、CM でも

おなじみの、光沢感のあるダウ

ンジャケットをオン！パンツに

は着まわしの利くコーデュロイ

パンツを合わせました！最近は

わりとタイトなパンツが人気で

すね

お店のスタッフ

　　　　　　小池　徹さん　

ライクラシアサッカーウエス

タンシャツ　３，９９０円

リアルファーショートダウン

ジャケット　２３，８００円

コーデュロイパンツ　

６，９００円

～おすすめコーディネート～

　　男性用ファッション　　

 

  公立大１・２年生にファッションについてのアンケートを

実施したところ、男子学生の８７％、女子学生の９５％の

人が、公立大生はオシャレだと思うという結果が出ました！

そこで今回は、気になるみんなのファッションへのこだわ

りを紹介しちゃいます。

質問 3：毎日のファッションのどこに一番重点をおいていますか。

１．全体のバランス　   4. 小物　　　　　７．その日の予定

２．色の組み合わせ　   5. 動きやすさ

３．自分らしさの主張   6. 気候

質問 4：毎月どれくらいファッション小物を買うのに使いますか。

１．１万円未満　　　　　３．４万円～６万円未満

２．２万円～４万円未満　４．６万円以上

質問 1：毎日のファッションについて悩んだことや失敗したことが

あれば教えてください！

○入学式の次の日、スーツで行くのか私服でいいのか迷って、

学校に問い合わせようかと思いました。（１年女子）

質問 2：買い物をした際にうれしかったこと、得したエピソードな

どを教えてください。

○ディスプレイしてあった服を買おうとしたのですが、糸が

ほつれていて、その在庫がなかったため、２０％引きにして

もらえました！！（２年女子）

男子学生

4

0%

5

12%

3

18%

2

22%

1

32%

6

12%

7

4%

女子学生

1

50%

7

12%6

7%

3

9%

4

3%

5

9%

2

10%

男子学生

1

63%

2

27%

3

10%

女子学生

2

39%

3

7%

1

54%

編集部：セールでもないのに安く手に入ったのはとてもラッキーで

したね！購入前に商品をしっかりチェックするのは大事ですね。

８

市内のショッピングセンターには色とりどりの

ファッショナブルな男性商品が並ぶ

公立大生に聞きました！

　キャンパスライフ調査隊！！！！



―
内
定
を
も
ら
っ
た
会
社
を
教
え
て
下
さ

い
。

前
田　

そ
ご
う
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
、
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
計
六
社

か
ら
内
定
を
頂
き
、
そ
ご
う
に
就
職
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。

―
就
活
を
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
系
統
の
会

社
を
受
け
た
の
で
す
か
。

前
田　

旅
行
会
社
を
メ
イ
ン
に
回
り
、
他
に

も
ア
ル
バ
イ
ト
で
接
客
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
人
と
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
興
味
が

湧
き
、
百
貨
店
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
な
ど
も
受

け
ま
し
た
。

―
就
活
す
る
上
で
、
良
か
っ
た
こ
と
・
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

面
接
の
ポ
イ
ン
ト

前
田
さ
ん
・
嶋
末
さ
ん
に
面
接
の
ポ
イ
ン

ト
を
伺
い
ま
し
た
。

○
面
接
で
聞
か
れ
た
こ
と

・
志
望
動
機

・
自
己
Ｐ
Ｒ

○
困
っ
た
こ
と

・
会
社
の
仕
事
に
関
係
の
な
い
質
問
を
さ

　

れ
、
焦
っ
た

○
面
接
対
策

・
ゼ
ミ
の
先
生
・
学
務
課
で
エ
ン
ト
リ
ー

　

シ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た

・
ゼ
ミ
の
先
生
に
個
別
で
面
接
指
導
を
し

　

て
も
ら
っ
た

○
ア
ド
バ
イ
ス

・
入
室
時
の
姿
勢
・
お
辞
儀
を
し
っ
か
り

　

す
る
こ
と

・
笑
顔
で
元
気
良
く
！

・
相
手
の
目
を
見
て
話
し
、
暗
記
で
話
さ

　

な
い
よ
う
に
！

・
グ
ル
ー
プ
面
接
で
も
相
づ
ち
は
し
っ
か

　

り
と

・
質
問
さ
れ
て
、
困
っ
て
何
も
い
え
な
い

　

の
は
Ｎ
Ｇ
！

○
そ
の
他

・
ホ
ッ
ト
な
話
題
と
し
て
、
東
国
原
知
事

　

の
こ
と
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た

前
田　

私
は
約
四
十
社
の
会
社
を
受
け
た
の

で
す
が
、
面
接
を
何
度
も
経
験
し
た
の
で
面

接
に
強
く
な
り
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
、
宮
崎
の
友
だ
ち
と
な
か
な
か
会
え
な

か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

―
就
活
の
た
め
に
取
得
し
た
資
格
は
あ
り
ま

す
か
。

前
田　

秘
書
検
定
二
級
を
取
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
茶
道
部
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら

茶
道
検
定
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ

が
面
接
官
の
目
に
留
ま
り
、
話
の
ネ
タ
に
な

り
ま
し
た（
笑
）。
車
の
免
許
も
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
に
書
く
こ
と
が
出
来
る
ん
で
す
よ
。

―
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
就
活
が
始
ま
る
三
年

生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

前
田　

就
活
は
大
変
で
す
が
、
自
分
の
納
得

の
い
く
ま
で
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ

て
下
さ
い
！　
　
　
（
聞
き
手　

原
口
綾
佳
）

あ
あ
あ前田さんの就活スケジュール

・２００６年

　１０月　エントリー開始

・２００７年

　１月　　エントリーシートを

　　　　　書き始める

　　　　　会社の説明会へ

　３月　　関西を中心に面接

　５月　　最初の内定をもらう

　７月　　６社目の内定をもらう

就
職
情
報

内
定
者
に
聞
く
①
前
田
麻
希
さ
ん

一
般
企
業
内
定
状
況

ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
、
宮
崎
ガ
ス
、
M
R
T
宮

崎
放
送
、
P
H
P
総
合
研
究
所
、
宮
崎
南

印
刷
、
日
テ
レ
・
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ソ
ー
シ

ズ
、
都
城
ケ
ー
ブ
ル
T
V
、
西
日
本
映

像
、
U
M
K
、
日
本
オ
フ
ィ
ス
・
シ
ス
テ

ム
、
デ
ル
宮
崎
、
キ
ャ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
ア

ン
ド
サ
ポ
ー
ト
、
富
士
通
、
日
本
航
空
、

J
A
L
ス
カ
イ
東
京
、
宮
崎
交
通
、
ス
カ

イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空
、
J
A
L
エ
キ
ス

プ
レ
ス
、
コ
ス
モ
ス
薬
品
、
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
宮
崎
山
形
屋
、
宮
崎
空

港
ビ
ル
、
ユ
ニ
ク
ロ
、
そ
ご
う
、
中
外
製
薬
、

ワ
タ
ミ
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ー

ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
野
村
證
券
宮

崎
、
大
分
銀
行
、
大
和
証
券
宮
崎
、
広
島

銀
行
、
高
鍋
信
用
金
庫
、
宮
崎
太
陽
銀
行
、

宮
崎
銀
行
、
J
A
宮
崎
信
連
、
姫
路
信
金
、

鹿
児
島
銀
行
、
み
ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
証

券
、
住
友
生
命
宮
崎
、
中
小
企
業
金
融
公

庫
宮
崎
、
沖
縄
銀
行
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
第
一

生
命
保
険
、
南
日
本
銀
行
、
か
ん
ぽ
生
命

保
険
、
J
T
B
九
州
、
A
N
A
セ
ー
ル
ス

九
州
、
J
T
B
関
東
、
読
売
旅
行
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
、
亀
の
井
ホ
テ
ル
、

城
山
観
光
ホ
テ
ル
、
英
進
館
、
明
光
義
塾

・
所
属
ゼ
ミ　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ

・
出
身
高
校　

鳥
取
県
立
八
頭
高
校

・
部
活
動　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
茶
道
部

９



た
。
県
警
に
は
体
力
試
験
も
あ
る
の
で
、
宮

元
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
腕
立
て
伏
せ
の

フ
ォ
ー
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
頂
い
た
り
、
高

校
時
代
の
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
練
習
し

た
り
し
ま
し
た
。
中
に
は
腹
筋
や
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
等
の
試
験
も
あ
っ
た
の
で
、
家
で
の
練

習
も
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
就
活
す
る
上
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

嶋
末　

エ
ン
ト
リ
ー
開
始
時
期
、
試
験
日
程

が
遅
く
、
内
定
が
出
る
の
も
周
り
の
友
達
よ

り
も
遅
か
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
焦
り
ま
し

た
。

―
最
後
に
、
公
務
員
を
目
指
す
三
年
生
へ
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

嶋
末
　
公
務
員
は
民
間
企
業
と
は
違
う
勉
強

が
必
要
な
の
で
大
変
で
す
が
、
達
成
感
は
格

別
な
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
か
ら

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
事
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手　

犬
渕
絵
梨
華
）

―
内
定
を
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
を
教
え
て
下
さ

い
。

嶋
末　

内
定
を
頂
い
た
の
は
、
宮
崎
県
警
と

鹿
児
島
県
警
で
す
。地
元
が
宮
崎
県
な
の
で
、

宮
崎
県
警
に
決
め
ま
し
た
。

―
な
ぜ
県
警
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
。

嶋
末　

親
が
警
察
官
で
、
自
分
も
な
り
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
警
察
官
と
い
う
仕
事

は
人
を
助
け
る
仕
事
な
の
で
な
り
た
か
っ
た

と
い
う
の
も
、
県
警
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た

理
由
の
一
つ
で
す
。
県
警
で
は
、
地
域
に
密

着
し
た
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
県
警
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
勉
強
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

嶋
末　

筆
記
試
験
対
策
と
し
て
、
三
年
生
か

ら
公
務
員
講
座
や
模
試
を
活
用
し
て
い
ま
し

公
務
員
・
教
員
内
定
状
況
（
現
役
）

J
A
宮
崎
中
央
、
J
A
大
分
市
、
J
A

共
済
宮
崎
県
本
部
、
宮
崎
県
警
察
、
郵
便

局
、、川
南
町
役
場
、佐
賀
県
教
員
（
一
名
）、

愛
知
県
教
員
（
一
名
）、鹿
児
島
県
教
員
（
二

名
）（
平
成
二
十
年
一
月
二
十
日
現
在
）

教
員
採
用
率
が
伸
び
る
！

　

今
年
は
、
現
役
・
Ｏ
Ｂ
を
含
め
た
十
四

名
が
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、
四
年
ぶ

り
に
二
桁
の
採
用
数
を
記
録
し
た
。
こ
の

よ
う
に
採
用
数
が
伸
び
た
背
景
に
は
教
育

実
習
の
演
習
や
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
な
ど
、

教
員
に
よ
る
熱
心
な
指
導
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
県
外
の
公
立
中
学
校
採
用

が
一
名
だ
っ
た
昨
年
度
と
比
べ
て
、
今
年

は
鹿
児
島
県
、
愛
知
県
を
は
じ
め
と
し
て

七
名
が
採
用
さ
れ
、
採
用
数
の
大
幅
な
伸

び
に
な
っ
た
。
ま
た
、
県
内
公
立
中
学
校

に
三
名
、
県
内
公
立
高
校
に
一
名
、
私
立

に
一
名
が
決
定
し
て
い
る
。
私
立
の
採
用

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
採
用
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

　

面
接
に
関
し
て
は
「
暗
記
し
て
棒
読
み

で
自
分
の
意
見
を
言
う
よ
り
は
、
自
分
が

面
接
官
に
伝
え
た
い
こ
と
を
熱
意
を
も
っ

て
話
す
こ
と
。
予
想
外
の
こ
と
を
質
問
さ

れ
て
焦
っ
て
も
、
何
も
言
わ
な
い
の
で
は

な
く
、
ど
う
に
か
し
て
伝
え
よ
う
と
い
う

一
生
懸
命
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
」

と
教
員
志
望
者
を
指
導
さ
れ
て
い
る
加
藤

厚
教
授
は
語
る
。
姿
勢
・
お
辞
儀
な
ど
の

基
本
的
な
事
に
加
え
て
、
話
題
の
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
と
よ
さ
そ

う
だ
。（
犬
渕
絵
梨
華
・
原
口
綾
佳
）　

お知らせ
● 1月中旬～下旬	 　ビデオ講座

● 1月中旬	 	 　就職研修・相談会

● 2月上旬	 	 　第 4回就職ガイダンス

	 	 	 　業界セミナー　No. ８

● 2月 6～ 7日，12日	 　企業合同説明会ツアー

● 2月中旬～下旬	 　学内合同企業セミナー

● 4月上旬	 	 　第 5回就職ガイダンス

内
定
者
に
聞
く
②
嶋
末
有
希
さ
ん

・
所
属
ゼ
ミ　
　

国
際
関
係
論
ゼ
ミ

・
出
身
高
校　
　

宮
崎
南
高
校

・
部
活　
　
　
　

光
画
部

嶋末さんの就活スケジュール

・２００６年　

　１０月　　説明会

・２００７年

　5月　　　エントリー開始

　7月上旬　筆記試験

　7月下旬　体力試験

　8月中旬　適性検査・論文試験

　　　　　　面接

　9月　　　宮崎県警内定

就職活動に新聞は不可欠
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部
活
・
サ
ー
ク
ル

第２弾

合 気 道
部活・サークルを体験しよう

合気道部
部員数　　１０人

活動日　　水・金・日

　　　　　１８：００～２０：００

　　　　　（日曜のみ９：００～　　

　　　　　  １２：0 ０）

活動場所　体育館、県体育館

活動効果　近年では護身術としても

知られているように、腕力のない女

性でも気軽に身につけることができ

ます。合気道は、勝ち負けを争う競

技ではないので、人を生かし、自分

も生きるという譲り合いの精神を育

むことができます。

杖の使い方を教えてもらっています

▲とても痛そう ...

こて返しといって、女性にも簡単にできるので、いざという

時には試してみては ... ▲

周くん、最後は見事に決まりました！！

←元貴くんは熱心に優しく

教えてくれました。これが

意外と難しいんですよっ !!!

体
験
談

◎
…
日
本
に
来
る
前
に
、
柔
道
や
空

手
は
知
っ
て
い
た
が
、
合
気
道
は
見
る
の

も
聞
く
の
も
初
め
て
だ
っ
た
。
部
長
の
井

上
元
貴
さ
ん
の
や
り
方
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
袖
を
通
し
、
帯
を
締
め
た
。
武
道

は
よ
く
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」

と
言
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
。

本
番
の
前
に
井
上
さ
ん
は
「
戦
い
で
は
な

い
の
で
、
相
手
が
痛
い
と
言
っ
た
ら
す
ぐ

に
止
め
る
」「
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
」「
ふ

ざ
け
な
い
」
な
ど
と
注
意
さ
れ
た
。
私
は

そ
の
言
葉
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

◎
…
本
番
で
は
力
を
入
れ
な
か
っ
た

の
に
、
簡
単
に
痛
み
を
相
手
に
与
え
ら

れ
る
事
に
興
奮
し
た
。「
も
う
一
回
教
え

て
」「
友
達
に
も
教
え
た
い
」
と
言
い
な

が
ら
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
言
わ
れ
た
ま

ま
に
動
い
た
。
技
の
稽
古
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
投
げ
る
時
は
も
ち
ろ
ん
、
投
げ

ら
れ
る
時
も
不
思
議
と
爽
快
感
が
あ
っ

た
こ
と
。「
合
気
道
は
武
道
の
一
種
だ
が
、

人
と
争
う
も
の
で
は
な
く
、
競
技
会
も
な

い
」
と
い
う
。
そ
の
言
葉
に
驚
く
と
と
も

に
私
は
深
く
納
得
し
た
。

　

◎
…
一
日
の
体
験
だ
け
で
は
合
気
道

の
魅
力
を
す
べ
て
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
の
奥
深
さ
を
実
感
で
き
た
こ
と

は
確
か
だ
。
日
本
に
来
て
良
か
っ
た
！

                  　
　
　

     　
　
　

(

周
柯
）
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合気道。つわものぞろいのイメージの強い部に今回は中国か

らの留学生で優男（やさおとこ）の周柯君に体験入部をして

もらった。　



地
域
貢
献

宮
崎
公
立
大
学
は
平
成
二
十
年
度
か
ら

「
開
放
授
業
」
を
実
施
す
る
。
こ
の
授
業
は
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
住

民
を
対
象
に
大
学
の
正
規
の
授
業
を
公
開
し
、

簡
単
な
手
続
き
で
公
立
大
生
と
一
緒
に
受
講

で
き
る
制
度
だ
。
地
域
貢
献
を
大
学
の
大
き

な
使
命
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
公
立
大
学

の
新
し
い
試
み
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

開
放
授
業
制
度
の
導
入
を
進
め
た
金
子
正

光
教
授
は
「
こ
の
開
放
授
業
は
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
と
要
望
に
対
応
し
た
多
様
な
生
涯

学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

学
生
と
一
緒
に
講
義
を
受
け
よ
う

　

開
放
授
業
、
来
年
度
実
施
へ

宮崎公立大学開放授業科目

一覧（案）

1、英語学概論

2、現代英文法

3、環境政治学

4、環境経済学

5、コンピュータと数学

6、情報通信ネットワーク論

7、歴史学

8、アメリカ文化論

9、韓国文化論

10、中国文化論

11、東南アジア文化論

12、宗教学

13、宮崎地域研究

14、メディア表現論

15、ジェンダー論

16、コミュニティ心理学

17、国際関係論

18、社会学

19、国際機構論

20、国際協力論

21、地方自治論

開
放
授
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
英
語
学

概
論
、
環
境
経
済
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
地

方
自
治
論
な
ど
二
十
一
科
目
（
予
定
）。
い
ず

れ
も
公
立
大
学
の
主
要
な
講
義
課
目
で
あ
る
。

授
業
期
間
は
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
二
十
年

七
月
ま
で
。
十
八
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も

一
科
目
五
千
円
で
全
十
二
回
の
講
義
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
。

募
集
期
間
は
平
成
二
十
年
二
月
十
二
日
か

ら
二
月
二
十
九
日
ま
で
。
宮
崎
公
立
大
学
の

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
開
放
授
業
窓
口
か
企
画

総
務
課
（
管
理
棟
一
階
）
で
配
布
し
て
い
る

12

中
学
校
で
新
聞
製
作
指
導

　
　
　
　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
が
平

成
十
九
年
九
月
十
九
日
、
宮
崎
県
高
千
穂
町

の
向
山 

中
学
校
で
中
学
生
に
新
聞
作
り
の
指

導
を
行
っ
た
。
向
山
中
学
校
が
実
施
し
て
い

る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
N
e
w
s
p
a
p
e
r　

i
n

　

E
d
u
c
a
t
i
o
n
）
授
業
に
協
力

し
た
も
の
で
、
参
加
し
た
の
は
三
、四
年
生

十
二
人
。
中
学
生
六
人
に
対
し
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
て
新
聞
紙
面
作
成
の
指
導
を

行
っ
た
。

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
は
実
際
の
新
聞
と
同
じ

よ
う
な
紙
面
が
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
作
成
で

き
る
こ
と
に
感
激
し
た
様
子
。「
向
山
地
域

の
地
域
新
聞
作
り
に
挑
戦
し
た
い
」
と
熱
心

に
ゼ
ミ
生
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
川
将
史
）

真剣なまなざしで指導を受ける中学生

し
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
の
方
た
ち
を
は

じ
め
多
く
の
人
が
大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
誰
で
も
受
講
可
能
な
の
で
、
多
く
の
方

に
受
講
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
。

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

18
歳
以
上
は
誰
で
も
可
能

募
集
要
項
の
「
開
放
授
業
申
込
書
」
を
持
参
、

郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
可
能
。
募

集
要
項
は
宮
崎
公
立
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

ま
た
、
募
集
要
項
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、

一
二
〇
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

（
角
型
二
号
）
を
同
封
し
、『
開
放
授
業
受
講

生
募
集
要
項
請
求
』
と
朱
書
き
し
て
左
記
あ

て
に
申
し
込
み
を
。

（
申
し
込
み
先
）

〒
８
８
０
―
８
５
２
０　

　

宮
崎
市
船
塚
一
丁
目
五
八
番
地

　

宮
崎
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

　

開
放
授
業
窓
口　

宛

　

TEL

：
０
９
８
５
ー
２
０
ー
４
７
７
２

　

FAX

：
０
９
８
５
ー
２
０
ー
４
７
７
３

（
宮
崎
公
立
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

w
w

w
.m

iyazaki-m
u.ac.jp

）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
犬
渕
絵
梨
華
・
原
口
綾
佳
）



立
て
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
講
座
に
参
加
し
て
、
エ
ク
セ
ル
の
基

本
的
な
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
早
速
、
家
計
簿
を
エ

ク
セ
ル
で
つ
け
た
り
、
日
頃
の
生
活
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
な
り

に
目
標
を
立
て
て
資
格
を
取
る
た
め
に

勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

◆
ゼ
ミ
生
に
聞
き
ま
し
た
。

―
参
加
し
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

　

就
職
に
役
立
つ
資
格
が
取
得
で
き
る

の
が
魅
力
で
す
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん

が
真
剣
な
の
で
自
分
の
励
み
に
も
な
り

ま
す
ね
。　

　
（
聞
き
手　

上
本
彩
加
・
井
上
亜
沙
美
）

　

地
域
密
着　

マ
マ
さ
ん
Ｉ
Ｔ
支
援
講
座

金
子
ゼ
ミ(

情
報
科
学)

　　　　　受講生に韓国語を教えているゼミ生。

ゼ
ミ
生
に
よ
る
韓
国
語
講
座

李
ゼ
ミ(
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究)

　

い
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
良
い
と
思
い
ま　

　

す
。勉
強
し
て
い
る
と
言
う
実
感
が
あ
り
、

　

楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
で
す
。
ま
た
、
講

　

座
を
き
っ
か
け
に
、
み
ん
な
で
韓
国
旅
行

　

に
行
き
た
い
、
な
ど
と
い
う
様
々
な
楽
し

　

み
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

◆
ゼ
ミ
生
に
聞
き
ま
し
た
。

―
苦
労
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

こ
の
講
座
で
使
う
教
材
を
手
作
り
し
た　

　

こ
と
で
す
。
自
分
達
が
分
か
り
に
く
か
っ

　

た
所
は
注
意
し
ま
し
た
。

―
参
加
し
て
よ
か
っ
た
事
は
。

　

自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま
す
。

　

自
分
が
理
解
し
て
い
な
い
箇
所
が
浮
き
彫

　

り
に
な
る
た
め
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。

。　
　

◆
金
子
正
光
教
授　

　

受
講
者
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
の
指
導
な
ど
を
こ
な
す
こ
と
で
、
実

際
の
資
格
取
得
試
験
の
た
め
の
実
践
的
な
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
格
取
得
だ
け
で
な

く
、
会
社
な
ど
の
現
場
で
実
際
に
使
え
る
技

能
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

の
支
援
活
動
と
し
て
、
小
学
校
で
の
親
子
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
な
ど
を
開
き
、

何
よ
り
情
報
弱
者
の
方
へ
の
Ｉ
Ｔ
の
橋
渡
し

役
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
講
生
に
聞
き
ま
し
た
。

―
参
加
し
た
動
機
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
ワ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
エ
ク

　

セ
ル
も
使
え
て
当
た
り
前
と
い
う
世
の
中

　

な
の
で
、
良
い
機
会
だ
と
思
っ
て
参
加
し

　

ま
し
た
。

―
参
加
し
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

　

講
座
に
参
加
す
る
ま
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

　

は
家
に
あ
る
け
れ
ど
、
実
際
生
活
に
役

　　ママさんＩＴ支援講座の様子。

ゼ
ミ
拝
見
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◆
李
善
愛
准
教
授
　

　

一
般
の
方
々
に
対
し
て
ゼ
ミ
生
が
主
体

と
な
っ
て
韓
国
語
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

地
域
で
活
動
を
行
う
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
連
携
し
、
社
会
勉
強
を
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
地
域
住
民
が

求
め
る
「
地
域
と
大
学
の
一
体
化
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
韓

国
語
を
少
し
で
も
広
め
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。

◆
受
講
生
に
聞
き
ま
し
た
。

―
参
加
し
た
動
機
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

韓
流
ド
ラ
マ
が
流
行
り
始
め
、
韓
国　

　

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、　

　

自
分
も
韓
国
語
を
書
い
た
り
話
し
た　

　

り
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い　

　

参
加
し
ま
し
た
。

―
参
加
し
た
感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

何
よ
り
学
生
が
一
生
懸
命
な
の
で
、
こ
っ

　

ち
も
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。
以
前
か

　

ら
少
し
韓
国
語
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、　

　

こ
の
講
座
は
受
講
生
が
主
体
に
な
っ
て



キ
ャ
リ
ア

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問

―
教
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。

馬
場　

教
育
実
習
で
実
際
に
教
壇
に
立
た

せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、「
英
語
を
教
え

る
こ
と
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
、
私

に
は
こ
れ
し
か
な
い
！
」
と
思
っ
た
ん
で

す
。

―
公
立
大
学
在
学
中
、
教
員
に
な
る
た
め

に
勉
強
し
た
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

馬
場　

英
語
は
欠
か
さ
ず
勉
強
し
ま
し
た
。

ま
た
、
在
学
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
一

年
半
留
学
し
、
英
語
の
勉
強
と
世
界
各
国

の
友
人
た
ち
と
の
交
流
で
多
様
な
文
化
や

考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。

―
教
員
に
な
れ
た
と
き
の
心
境
は
。

馬
場　

う
れ
し
い
の
一
言
で
し
た
ね
。
た

だ
、
実
際
働
く
中
で
、
教
育
者
と
し
て
の

責
任
感
と
人
を
育
て
る
と
い
う
重
要
性
を

感
じ
ま
す
。

―
喜
び
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
ん

な
と
き
で
す
か
。

馬
場　

生
徒
た
ち
の
笑
顔
を
見
た
と
き
、

そ
し
て
一
緒
に
笑
い
合
え
る
と
き
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
で
言
え
ば
、
教
員
は
生
徒
た

ち
が
し
っ
か
り
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
る

よ
う
に
ア
シ
ス
ト
す
る
役
割
で
す
か
ら
、

生
徒
が
嬉
し
い
と
私
も
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。

―
逆
に
、
苦
労
や
大
変
さ
を
感
じ
る
の

は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

馬
場　

そ
う
で
す
ね
、
自
分
の
想
い
が

な
か
な
か
生
徒
た
ち
に
伝
え
ら
れ
な
い

と
き
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。
や
は
り
人

間
同
士
で
す
か
ら
、
お
互
い
気
持
ち
が

通
じ
合
わ
な
か
っ
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た

り
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
相
手
を
思

い
な
が
ら
、
信
念
を
持
っ
て
諦
め
ず
に

進
ん
で
い
く
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

馬
場　

私
自
身
も
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ

成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。　　
（
聞
き
手　

上
本
彩
加
）

プロフィール

名前　　馬場裕子

出身高　日向学院

誕生日　３月 11 日

血液型　Ｂ型

好きなもの

　　        スイーツ☆

仕事のモットー

　いつも笑顔で！

卒
業
生
が
多
数
参
加

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
開
催

◎･･･

「
母
校
へ
帰
っ
て
お
い
で
」
―

の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
約
百
人
の
宮
崎

公
立
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
昨
年
十
月
七

日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
帰
っ
て
き
た
。
同

窓
会
組
織
「
な
な
会
」
が
主
催
し
、
大

学
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
開

催
し
た
「
第
一
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ィ
」
が
そ
れ
。
卒
業
生
に
交
流
の
場
を

提
供
し
、
同
輩
、
後
輩
が
そ
れ
ぞ
れ
親

睦
を
図
る
の
を
手
助
け
し
よ
う
と
い
う

目
的
で
企
画
し
た
も
の
だ
。

◎･･･

当
日
は
、
午
後
二
時
半
か
ら
三

時
ま
で
、
新
し
い
施
設
で
あ
る
「
み
ん

な
の
家
」
や
「
凌
雲
会
館
」
の
学
内
ツ

ア
ー
の
後
、
川
瀬
隆
千
先
生
、
四
方
由

美
先
生
な
ど
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
現
役
の
教
職
員
や
退
職
さ

れ
た
職
員
の
方
た
ち
も
加
わ
り
、
団
欒

に
花
が
咲
い
た
。

◎･･･

な
な
会
は
、
十
九
年
度
で
創
立

十
周
年
を
迎
え
た
。
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
に
は
夫
婦
同
伴
組
や
子
供
連
れ
も
。

参
加
者
に
は
、
新
し
く
製
作
し
た
グ
ッ

ズ
「
真
空
断
熱
マ
グ
カ
ッ
プ
」
が
配
布

さ
れ
た
。
な
な
会
は
同
日
の
総
会
で「
凌

雲
な
な
会
」
に
名
称
を
変
更
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
川
将
史
）
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　学生時代は貴重な時間がたくさんあります－と馬場さん

日
向
学
院
高
等
学
校
教
諭
、
馬
場
裕
子

さ
ん

（
平
成
十
六
年
三
月
本
学
卒
）
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〔宮崎公立大学　冬のスケジュール〕
　　　　・卒業論文発表期間
　　　　　   平成 20 年 2 月５日（火）～ 15 日（金）
　　　     ・宮崎公立大学　一般選抜前期入学試験
　　　　　   平成 20 年 2 月 25 日（月）
　　　　・宮崎公立大学　一般選抜後期入学試験
　　　　　   平成 20 年 3 月 12 日（水）
　　　　・宮崎公立大学卒業式

　　　　　平成 20 年 3 月 24 日（月）

＊表紙の写真

　11 月に行われた凌雲祭での吹奏楽部有志による演奏風景。

黒いスーツと赤いネクタイが、一際異彩を放っていた。

編集後記
　今回はフルカラーということもあり、色の配色に

とても苦労しました。このような出版物を作成する

のはみんな初めてでしたが、多くの方の協力のおか

げで無事刊行することが出来ました。楽しんで読ん

で頂ければと思っております。　　　　（原口綾佳）

宮崎歳時記
～銀鏡神楽～

　銀鏡（しろみ）神楽は宮崎県西都市東米良地区に伝承されている夜神楽。銀鏡神社の大祭で奉納され

る。銀鏡では神楽面そのものが神様として考えられており、神楽番付の前半では神々が次々と降臨する。

神社の境内に設けられた神屋（こうや）にはイノシシの首が祭られるなど古来の狩猟生活を反映した祭

りで、家族の無事息災と山の幸の実りを願う山岳信仰として踊り継がれて来たとされる。


